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 県ソフトウェア協会平成７年度総会が、４

月２６日午後３時から、ソフトパーク内の富士

通大分システムラボラトリ２階ＡＶホールで開

催された。司会は後藤事務局長。 

 御手洗克己協会長が挨拶で、「本総会も第

７回目を迎えました。皆様のご協力で、我々

の協会は順調な発展を続けており、特に各委

員会の活躍は全国的にも注目を浴びておりま

す。今後ソフト業界振興への協会の役割は

益々大きくなると思う。本日は新しい委員会

組織による協会運営についてご討議いただ

き、更なる飛躍を期待したい」 と述べた。 

 また今回の異動で企画総室長になられた来

賓の飯田益彦県商工労働観光部長から、「新

しい部署でもマルチメディアの実験推進な

ど、貴協会とは関係があります。先般、円高

を踏まえた九州産業の今後の展開という会議

があり、製造業は“テクノマザーランド九

州”を目指せ、アジアヘの視野が特に重要、

情報産業は今後の有望産業だ、などの論議に

なりました。県も各種振興策を推進するの

で、皆様も県産業の中核に育ってほしい」 と

挨拶いただいた。 

 議事に入り、平成６年度活動報告（特に新

委員会体制への移行の背景）、同収支決算を

承認。平成７年度活動方針、事業計画決定の

手順、年会費改訂、収支予算および役員改選

などを議決した。 

 引き続いて木村錫一県産業科学技術セン

ター長の記念講演があった。そのあと懇親

パーティが大場啓発交流担当理事の挨拶、宇

津宮顧問の乾杯に始まり、約一時間和やかに

歓談、組織チームのタスクフォースを担当し

た後藤理事の万歳三唱で閉会した。 

１ 

平成７年度収入支出予算    （単位 千円） 

県ソフトウェア協会平成７年度総会開催 

         平成７年度 平成６年度 増 減 

 科    目  予 算 額 決 算 額 

収 会費等収入        2,400       2,050    350 

入 雑  収  入           130          38     92 

の 前年度繰越金       1,141       1,120     21 

部  合     計         3,671       3,208    463 

支 管  理  費           445         348     97 

出 事  業  費         2,440       1,562    878 

の 予  備  費           200         136     64 

部  合     計         3,085       2,046  1,039 

翌年度へ繰越             586       1,162  △576 

（内基金）             (580)       (580)    (0) 

記念講演 大分産業科学技術センター長 木 村 錫 一 氏 

大分県ソフトウェア協会役員 

会  長 御手洗 克己 
㈱オーイーシー 

取締役相談役 

副 会 長 田中 莞爾 
大分交通㈱ 

取締役企画開発部長 

（企画担当） 

理  事 後藤 昌弘 
大銀コンピュータサービス㈱ 

代表取締役 

（広報担当） 

理  事 藤田 勝久 
㈱富士通大分ソフトウェア 

ラボラトリ 代表取締役 

（技術担当） 

理  事 大場 善次郎 
新日鉄情報通信システム㈱ 

支社長 

（研修担当） 

理事事務局長 後藤 与一 
㈱オーイーシー 

取締役経理部長 

（総務担当） 

監  事 若松 舜児 
山秀情報システム㈱ 

代表取締役 

監  事 西  靜方 
九州東芝エンジニアリング㈱ 

顧問 

顧  問 秋月 睦男 
大分県工業団体連合会 

会長 

監  事 宇津宮 孝一 
大分大学工学部教授 

（知能情報システム工学科） 

監  事 佐藤 長久 
大分県地域経済情報センター 

専務理事 

飯田県商工労働観光部長よりご祝辞 

懇親会 

木村錫一氏の記念講演 

理  事 小野 敬一 
ゴードービジネスマシン㈱ 

代表取締役 

（イベント担当） 
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１．事業方針 

  協会活動の内外へのＰＲ、リクルート情報 

 活動等を主体にした事業を展開し、当協会の 

 活性化を図る。 

２．事業計画 

 下記の広報活動 

 (1)協会報の発行を行なう。 

   年間３回を原則とする。 

   ＯＳＡニュースで会員募集をＰＲする。 

 (2)社外広報 

   協会案内の作成につき検討する。 

   協会のＰＲを目的として報道関係等への情 

   報提供に努める。 

 (3)リクルート情報活動（新卒、Ｕターン対策） 

  ①行政諸機関へＯＳＡニュースを送付し、 

   Ｕターン希望者や学生に配布を依頼。 

  ②必要に応じて協会報を利用した会員企業 

   の紹介などを行う。 

２ 

大分県ソフトウェア協会活動方針 
  

１．新しい局面を迎え協会としては広く関係機関との交流を深め、情報化社会への 

  貢献をめざす 

２．新委員会体制の定着を図ると共に、各委員会の事業力強化につとめる 

３．受益者負担を含む魅力ある事業を推進し、協会の活性化と会員拡大をはかる 

総務委員会 
委 員 長 杉原秀次（㈱インテック大分センター所長） 

副委員長 大塚俊寛（テックシステム㈱取締役部長) 

副委員長 竹光大造（㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ課長) 

外委員 ３名 

企画委員会 
委 員 長 亀井秀郎（太平工業㈱大分支店課長) 

副委員長 飯田裕治（㈱オーガス部長) 

副委員長 坂田 明（九州東芝エンジニアリング㈱主任) 

外委員 ５名 

イベント委員会 
委 員 長 首藤 勇（コンピュータエンジニアリング㈱取締役部長) 

副委員長 佐藤誠樹（ＴＮＢソフトウェア㈱室次長) 

副委員長 古賀士裕（㈱日出ハイテック課長) 

外委員 ４名 

研修委員会 
委 員 長 野村勲治（㈱アトムス事務器部長) 

副委員長 丸井 彰（鶴崎海陸運輸㈱課長) 

外委員 ６名 

技術委員会 
委 員 長 池田治郎（三井造船システム技研㈱部長) 

副委員長 神代重弘（サンキュウコンピュータサービス西日本

㈱ 

取締役本部長) 

副委員長 佐田幸己（㈱昭和電工コンピュータサービス副主席) 

広報委員会 
委 員 長 中西憲一（㈱トキハインダストリー部長代理) 

副委員長 上田泰延（九州電子計算機専門学校校長) 

副委員長 佐藤幸雄（総合技術工学院部長) 

外委員 ４名 

【各委員会の平成７年度事業計画】 

１．事業方針 

  当協会の委員会組織が改訂された趣旨を踏 

 まえて、他委員会との連携を図りながら新た 

 な事業活動の定着を図る。また、協会の事業 

 力強化と活性化を図るために会員拡大を推進 

 する。 

２．事業計画 

 (1)次の協会定例行事を企画・開催する 

   ４月 通常総会・講演会 

   １月 新年会・講演会 

 (2)会員拡大運動を実施する 

   協会の事業力強化、活性化等を図るため 

   に、次の要領で会員拡大運動を行う。 

  ①各委員会毎に新会員見込先紹介目標を 

    設定し、委員会単位で推進する。 

  ②会員勧誘用のＰＲパンフレット等を準備 

   し、各委員会に配布する。 

 (3)行政、情報産業団体との交流 

   機会をとらえ積極的な交流を図る。 

 (4)必要に応じて臨機応変の対応を行う。 

１．事業方針 

  各委員会活動の充実と強化及び、会員相互 

 の理解と協力を一層深める事を目的として委 

 員会活動を展開する。 

２．事業計画 

 (1)行政等への陳情交流、共催事業の実施 

  ・行政諸機関との交流及び共催行事の検討 

   陳情等に関し会員のニーズを調査する。 

  ・行政機関等の情報化計画の調査紹介。 

 (2)視察研修の実施 

   先進地域・先進企業の視察研修の実施。 

 (3)経営セミナーの実施 

   他委員会との連携を図る。 

 (4)インターネットの調査・企画 

   情報化月間にインターネット体験コー 

   ナーを検討する。 

 (5)共同事業の研究 

    他県の共同事業・受注の調査。 

１．事業方針 

  当協会の存在を広くアピールすること。ま 

 た、会員企業はもとより一般事業所や団体に 

 対しても、会員のビジネスチャンスを拡げら 

 れるような事業を行う。サウンズコンテスト 

 を実施することによって協会内外へのイメー 

 ジアップをはかる。 

２．事業計画 

 (1)サウンズコンテスト（第４回） 

   マスコミとのタイアップ等、企画、設 

   営、集客に工夫する。 

   開催日時は情報化月間を考えている。 

 (2)展示会 

   サウンズコンテストとの相乗効果をねら 

   い、会員企業のビジネスチャンスの場と 

   して展示会を開催する。 

１．事業方針 

  事業力強化を強く念頭におきながら、以下 

 の諸活動を企画・実施する。 

 (1)最新技術動向に関する知識向上 

 (2)情報処理業務に関する知識向上 

 (3)会員各社保有の技術情報の有効活用 

２．事業計画 

 (1)技術講演会開催について 

   業界の最新技術動向について、産学官よ 

   り講師を招き、講演会を開催する。 

   （平成７年１０月の情報月間に開催予定） 

 (2)勉強会開催について 

   会員が抱える共通の問題や課題について 

  勉強会を開催する。内容はクライアント／ 

  サーバー・マルチメディアが中心。 

１．事業方針 

 (1)研修事業の在り方については協会会員企 

   業の要望、必要性等をヒアリングし具体 

   的事業計画に反映して行く。 

 (2)事業力強化の方針に基づく計画とする。 

 (3)委員会活動の活性化を図るため、行政他 

   との連携、他委員会との合議を積極的に 

   進め、委員会活動に取り入れていく。 

２．事業計画 

  当委員会は新設の委員会でもあり、具体的 

 事業は協会会員企業の要望に沿って設定す 

 る。従って現時点では事業の概念を示すにと 

 どめる。 

 (1)会員企業の技術者向けに、専門的技術に 

   関する研修会を実施する。 

 (2)協会企業トップ層の参考となる、経営講 

   座等を企画実施する。 

 (3)その他会員企業の要望に応じ、必要な事 

   業を企画実施する。 



①電気抵抗０特性の活用 電力貯蔵、送電 
②微弱磁界との相互作用の活用 
 ＭＲＩ、心電図、コンピュータ 
③精密磁界の活用 電子顕微鏡 
④高磁界の活用 磁気浮上搬送設備 
 船舶高速推進、ＭＨＤ発電機、電力機器 

（啓発交流委員会） 

３ 

オーシャンドーム 東海大学宇宙情報センターでの一行 

海水に電流を流し磁力で推進する船舶 

身体の磁気をＣＧで映像化するＭＲＩ 

宮崎・一ツ葉海岸１０㎞にわたるシーガイヤ 

三友食品南流通センターの自動ピッキング 

７年度総会記念講演 
 

日 時：平成７年４月２６目１６時 

場 所：富士通大分システムラボラトリ 

講 師：大分県産業科学技術センター長 

    木村 錫一 氏 

テーマ：超電導に関する技術動向について 

 

講師のプロフィール 

 昭和１５年生、東京大学大学院理学系研究科

博士課程修了後電子技術総合研究所入所、同

所極限技術部長を経て大分県産業科学技術セ

ンターに招聘された。今年６月電子技術総合 

研究所に復帰される予定。超電導の権威。 

１．大分に赴任して 

 大分で改めて自然の素晴らしさを感じた。

現在の技術開発は太古から自然が持っている

力を再現しようとしているのに過ぎない。鶴

は何故ヒマラヤを飛越える事が出来るのか、

鯨は何故深々海まで短時間で潜水が可能か。 

自然は大変大きな技術を持っている。 

２．大分での技術開発上留意すべきこと 

 円高による産業の空洞化は技術者不在を招

く危険があり、この事態を避ける力は中小企

業にありそう。県産業科学技術センターの設

立目的は中小企業の技術開発を支援する事に

ある。技術は常に情報の受発信によって競争

にさらし、地域に適合した改良を加えるべき

であろう。特にソフト面の改良が重要である。 

３．超電導技術の歴史 

 超電導現象は１９１１年に極低温技術の開発過

程で発見された。極低温で電気抵抗がゼロと

なり、完全反磁性状態となる。この状態では

永久に電流が流れ、強力な磁石が得られる。

－２６９℃で出現したこの現象をより高温域で発

現する物質の研究が進められ、現在では酸化

物を使用し－９０℃前後で発現している。更

に、現在はより強力な磁力を得る物質とその

形状開発が進められている。 

４．超電導現象の活用（主要例） 

平成６年度第２回視察研修実施  

 シーガイヤ 

宇宙情報センター 

食品配送センター 
 

 平成６年度県外視察研修を２月２１・２２日に

実施した。今回の視察先はシーガイヤ、東海大

学宇宙情報センターおよび三友食品㈱南流通セ

ンターで各施設とも大変参考になった。 

 

シーガイヤ（宮崎市山崎町） 
 まずホテルオーシャン４５の４３階展望フロア

（地上１４１ｍ）から全景を展望した。一ツ葉海

岸の広大な松林と日向灘の長大な海岸線の景色

は実にすばらしく、この景観を活かしたシーガ

イヤの構想に感心させられた。 

 オーシャンドームでは、造波の仕組みの説明

を受けた。常時稼働の真空ポンプでチャンバー

内に海水を吸い上げ、バタ弁を開放して一気に

海水を落下させて造波するという単純な機構で

はあるが、開放タイミングをコンピュータ制御

することにより目的に応じた２００余種の波を発

生させている。造波口の形状などにノウハウが

あるそうで、設計時のご苦労が忍ばれた。 

東海大学宇宙情報センター 
 見渡す限りの畑の中に、大型パラボラアンテ

ナが立ち並んでいる。ここでは地球観測衛星、

通信衛星および放送衛星などの多数の人工衛星

からの情報を受信・記録し、収集したデータを

同大学筑波センターで解析して自然環境の調査

等に役立てている。 

 熊本飛行場の直近で電波管制が行き届いてい

ること、日本の西端にあって東南アジアの情報

も受信できることなどの理由でこの地に建設さ

れたそうである。わずか３名の要員で運用され

ており、ここまで自動化されているのは世界で

も例がないとのことで、様々な興味深い機器を

見せていただいた。 

三友食品㈱九州支社南流通センター 

（熊本県阿蘇郡西原村） 
 ここでは食品会社からケースで納入された食
品を、注文に従って小分けし、コンビニエンス
ストアや小売店に配送している。ＥＯＳで集信
した注文データが、自動ピッキングシステムヘ
の入力となる。 
 ３０００種類近い食品を得意先別に棚から取り
出し、配送ケースに問違いなく詰めていくのは
大変な作業である。このセンターでは、ローコ
ストの表示・入力端末、傾斜棚、ローラーテー
ブルなどの構成機器と人間の動きとを実にうま
く組み合わせたシステムで、素早く、問違いの
ない小分け作業を行っていた。 

（視察研修委員会） 

   



県ソフトウェア協会会員募集中 
－勧誘、紹介を会員の方へお願い－ 

 委員会組織が本年度より改められ、当協会が

新たに再スタートするときです。組織充実、会

員拡大のために「新会員の加入を勧誘」してい

ただくようお願いします。 

 当協会には、ソフト開発を事業としていない

企業でも入会できます。県内に事業所をもち、

当協会の目的に賛同いただいた企業（個人・団

体含む）であれば入会資格があります。 

 入会申込書は協会事務局にあります。申込書

をもらい、理事会で承認されたら、即会員とな

ります。 

 各委員会事務局に本誌のバックナンバーを置

いていますので、勧誘時にご利用ください。 

いた作業を全てＯＳが処理してしまう機能の紹

介がありました。 

 今回、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の紹介ということで、前

回にも増し１６０名の参加人数があり、講演時間

も当初の予定を１時間近くオーバーし、講演

後も両氏に個別に質問する場面もみられる盛

況ぶりでした。       （技術交流委員会） 

４ 

編集後記 
○タスクフォースチームの答申に基づき、新しい委員会の体制に生まれ変わりました。 
 ４月２６日の総会のあと、５月中に新委員会のメンバー編成、正副委員長の選出、各委員会事業 
 計画の 策定へと進め、６月７日の理事・委員長合同会議での事業計画決定という手順で再ス 
 タートします。 
○全国のソフトウェア協会の７割が法人化していく流れの中で、当協会も将来の法人化を展望し 
 て、公益法人にふさわしい事業規模に達するよう、委員会活動を充実していくことがこれから 
 の課題です。 
  会員が喜んで受益者負担できるような、魅力ある事業を開発していきましょう。 
  新しい委員会での皆様のご協力、ご支援をお願いいたします。 
○会員の皆様に役立ち、歓迎される新委員会体制が一日も早く定着するよう祈念します。  （協会事務局） 

参考１ 

 

        入 会 金  年 会 費 

 

 正 会 員   １０，０００円  ５０，０００円 

 

 賛 助 会 員  １０，０００円  ２５，０００円 

              (２口を希望) 

 

参考２ 当協会の目的 

 大分県におけるソフトウェア関連技術の交流

を促進し、コンピュータ利用技術（ソフトウェア、

システム化技術）の向上及び発展を促し、ソフト

ウェア産業の振興を図ることを目的とする。 

（協会事務局） 

 

 １９９５．６．１２発行 
  

発行：大分県ソフトウェア協会 

          会長 御手洗克己 
  

      編集：広報委員会 
          事務局 大分市城崎町2-6-31 

          （大銀コンピュータサービス㈱内） 
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印刷：佐伯印刷株式会社 

広い会場を埋め尽した参加者 

技術事例発表会 
勉強会「ＭＳ Ｗｉｎｄｏｗｓの動向」開催 

   

 技術交流委員会は、平成７年２月１６日（木）

「ＭＳ ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ３．５及びＷｉｎｄｏｗｓ９５の 

動向」と題して、富士通大分システムラボラ

トリ２階に於いて、マイクロソフト株式会社

箕浦福岡営業所長、及び同社御代氏による技

術勉強会を開催しました。箕浦福岡営業所長

には平成５年１０月２７日の第５回ＯＳＡ技術交 

流会にて「Ｗｉｎｄｏｗｓの戦略」と題した基調講

演を行ってもらっており、その項目の中に新

製品ＷｉｎｄｏｗｓＮＴの紹介がありましたが、今 

回はＷｉｎｄｏｗｓＮＴ発表後の動向について銀行、

証券会社等の事例を参考にした説明と今後の

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴの利用についての講演を行って 

いただきました。 

 また、今回は本年度秋に発表される予定の

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５を、御代氏によりマシンを使って 

紹介していただきました。 

 以前より開発コード「シカゴ」で話題に

なっていた新ＯＳが正式名Ｗｉｎｄｏｗｓ９５として

発表されたばかりの時でしたので、参加者

は、大変な興味の持ちようでした。 

 特に、新ＯＳになり大幅に変わるメニュー画

面や、簡素化された項目選択、ソフトのイン

ストールの簡素化、周辺機器の増設が自動化 

されたＰｌｕｇ Ａｎｄ Ｐｌａｙなど今まで手間取って 

新情報処理技術者試験について 
 情報処理技術者試験制度の改革後、初めて

の試験が平成６年度秋期に実施された。 

 第二種については、午前の選択科目の廃

止、午後の言語寄りの問題からシステム設計

寄りの問題へと変わった。特に、システム設

計についてはよく理解していないと合格が難

しくなってきたものと思われる。 

 システムアドミニストレータ試験は、最近

の社会的ニーズを反映した利用者（ＥＵＣ）を

対象とした内容で、問題も妥当なものであっ

たと思われる。しかし、受験者の中には一

種・二種取得者も多く合格ラインが高くな

り、利用者にとっては、高得点を取らないと 

合格が難しかったようだ。 （広報人材委員会） 


